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【目的】 

国民健康・栄養調査のデータを用いて、日本人一般集団における社会経済的要因と低栄養、過

体重及び肥満との関連を性別、年齢別（20-64歳、65歳以上）に検討した。 

 

【対象と方法】 

2010 年国民健康・栄養調査において NIPPON DATA2010 ベースライン調査に参加した 20 歳以

上の成人のうち、2,491人（男性 1,081名、女性 1,410名）を対象とし、WHOの肥満の定義（BMI: 

＜18.5、18.5-25、25-30、＞30）によって 4群に分けた。18.5≤BMI<25（正常）を参照とし、＜18.5

（低栄養）、25-30（過体重）、 >30（肥満）をアウトカムとして、多項ロジスティック回帰分析を

用いて、社会的経済要因（世帯年収、学歴など）のオッズ比を算出した。 

 

【結果】 

成人男性では、低い教育歴（高校卒業まで）のオッズ比は、高い教育歴（大学卒業以上）に比べ

て、社会経済的要因で補正後、肥満と負の関連を示した。逆に、成人女性では、低い教育歴は過

体重・肥満と正の関連を示した。さらに、成人女性では、世帯収入 600万円以上に比べて、 200-

600万円未満、200万円未満のオッズ比は過体重、肥満と正の関連を示した。 
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【考察】 

成人女性においては低い教育歴と、低所得は、過体重・肥満と関連していた。しかし、成人男

性では低い教育歴は、肥満と負の関連を示していた。社会的経済的要因における性別や年齢差は、

肥満・過体重の有病率に影響を与えるため、社会的格差是正の施策が望まれる。 
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